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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

5/22 現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

4 月気象状況    （父島） 

最高気温   22.9℃ 

最低気温   18.2℃ 

平均気温   20.5℃ 

平均湿度   75％ 

月降水量   94.0mm 

住民基本台帳登録者数（5/1） 

             2,620 人 

             父島      母島               

  人口      2,162 人   458 人 

  世帯      1,221    279 

                                               

                                       

                                       

                                       

７月２１日（日）は小笠原村長選挙の 

投票日です。 

＜母島は７月２０日（土）繰上投票＞ 

皆さん忘れずに投票しましょう。 

【選 挙 日 程】 
 

告 示 日      ７月１６日（火） 

繰上投票日（母島）  ７月２０日（土）  午前７時から午後８時まで 

投 票 日（父島）  ７月２１日（日）  午前７時から午後８時まで 

開 票 日           ７月２１日（日）  午後９時から（即日開票） 

 
 

 

【投   票   所】  父 島 ： 小笠原村地域福祉センター      母 島 ： 母島村民会館 

 
 

◎投票所へは「投票入場券（ハガキ）」を持参してください。 
 

（入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。） 
 

 最近、転入届を出された方 および １８ 歳になられた方 へ、あなたは有権者でしょうか？ 

 
 あ な た の → 平成１３年 ７月２３日以降 → 投票できません 
 生年月日は？ → 平成１３年 ７月２２日以前 

↓ 

  

小笠原村に転入の 

届出をしたのは 

いつですか？ 

→ 平成３１年 ４月１５日以前 → 投票できます 

                                       （※）村外へ転出された方は除く 
 
 

→ 平成３１年 ４月１６日以降 → 投票できません 
 

 
【期日前投票制度について】 
 

投票日当日に投票所へ行けない方は、期日前に投票をすることができます。 

期日前投票は、投票日前であっても投票日当日と同じように投票することができる制度です。 

◎投票の対象者 ： 期日前投票を行う日に選挙権のある方で、かつ 投票日当日に投票できない事由がある方 

（「宣誓書」の提出が必要です。） 
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父
島
及
び
母
島
で
発
見
さ
れ
た
不
発
弾
を
、
洲
崎

発
生
土
仮
置
き
場
で
爆
破
処
理
し
ま
す
。
 

当
日
は
、
処
理
地
点
か
ら
陸
域
半
径
１
３
０
ｍ
以

内
は
立
入
禁
止
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
都
道
終
点
か

ら
飯
盛
山
・
象
鼻
崎
方
面
へ
は
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
 

【
処
理
日
程
】
６
月

16日
（
日
）
 

【
予
備
日
】
 
６
月

17日
（
月
）
 

【
立
入
禁
止
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
３
時
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

                         

◎期日前投票期間 ： ７月１７日（水）～７月２０日（土）   
 

※母島の期日前投票期間は、７月１９日（金）までとなります。 
 

◎期日前投票所の場所と受付時間 ： 父 島  村役場総務課  午前８時３０分 ～ 午後８時 

母 島  母 島 支 所  午前８時３０分 ～ 午後６時 
 

【７月 ３日（金）以降、父島～母島間で転居された方の投票について】 
 

◎父島 から 母島 へ転居された方 ： ７月２１日（日）の投票日に 父島 で投票となります。 

※７月１９日(金)までに母島で期日前投票を行うこともできます。 
 

◎母島 から 父島 へ転居された方 ： ７月２０日（土）の繰上投票日に 母島 で投票となります。 

※７月２０日(土)までに父島で期日前投票を行うこともできます。 

 
   

☆ 期日前投票の受付場所・時間を以下の表でご確認ください。 
 

（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます。 × ＝ 期日前投票できません。） 
 

 
期 日 前 
投  票  場  所 

７月１７日（水） 
～７月１９日（金） 

７ 月 ２ ０ 日 （ 土 ） 
（母 島 繰 上 投 票 日） 

父島 から 母島 へ 
 

転 居 さ れ た 方 

父島  村役場 
(８：３０～２０：００) 

○ 
○ 

母島 母島支所 

(８：３０～１８：００) × 

母島 から 父島 へ 
 

転 居 さ れ た 方 

父島  村役場 
(８：３０～２０：００) 

○ 
○ 

母島 母島支所 

(８：３０～１８：００) × 
 

【小笠原村以外の区市町村での不在者投票について】 
 

町村の長の選挙は、告示日から選挙期日（投票日）までの期間が５日間と短く、また、本村においては、本土と

の交通が船便のみという事情も加わり、村外での不在者投票が日程的に非常に厳しくなっています。 

村長選挙の不在者投票は７月１７日（水）から行うことができますが、投票済みの投票用紙を７月２０日（土）

東京発のおがさわら丸に載せないと、小笠原村まで届かず無効となってしまいます。よって、投票はなるべく

７月１７日（水）の内にお済ませください。 

なお、村外での不在者投票を希望される方は、７月１１日（木）までに「不在者投票の請求」を行う必要があ

りますので、お早めに選挙管理委員会までご相談ください。 

 
●問合せ先  小笠原村選挙管理委員会事務局 ２－３１１１ 

不
発
弾
の
爆
破
処
理
に
つ
い
て

 



  NO．700   令和元（2019）年 6 月 1 日（土）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

  

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
等
の
災
害
時
の
備
え
と
し

て
保
存
食
（
ア
ル
フ
ァ
化
米
）
を
備
蓄
し
て
い
ま
す

が
、
賞
味
期
限
間
近
の
保
存
食
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
 

配
布
は
お
一
人
様
に
つ
き

10食
ま
で
と
し
ま
す
。 

 【
配
布
場
所
】
小
笠
原
村
役
場
総
務
課
 

【
配
布
日
】
６
月

12日
（
水
）
か
ら
 

６
月

21日
（
金
）
ま
で
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

    

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）か

ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え

す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を

行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
６
月

18日
（
火
）
午
前

10時
こ
ろ
 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

     
父
島
返
還
祭
・
母
島
返
還
祭
前
夜
祭
の
６
月

22日

（
土
）、

母
島
返
還
祭
当
夜
祭
の

23日
（
日
）
及
び

小
笠
原
村
日
本
復
帰
記
念
の
日
で
あ
る

26日
（
水
）、

防
災
行
政
無
線
の
午
後
５
時
の
定
時
チ
ャ
イ
ム
（
レ

モ
ン
林
）
を
小
笠
原
古
謡
の
唄
う
た
い
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る

okei
さ
ん
の
歌
声
と
広
田
勇
樹
さ
ん

の
チ
ェ
ロ
の
音
色
で
放
送
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

   

今
年
も
、
小
笠
原
諸
島
の
日
本
復
帰
を
記
念
し
た

父
島
返
還
祭
を
実
施
し
ま
す
。
 

 
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
夜
店
の
出
店
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
様
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

 
 

【
日
時
】
６
月

22日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら
 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
 

 《
夜
店
出
店
者
募
集
》
 

 
飲
食
、
物
販
な
ど
（
返
還
祭
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

出
店
）
 

 
 

【
申
込
期
間
】
６
月

10日
（
月
）
～

14日
（
金
）
 

《
申
込
み
先
》
 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会
 
福
本
 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１
 

＊
出
店
数
や
内
容
に
よ
り
、
出
店
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

   ・
職
種
 
 
 
介
護
福
祉
士
 

・
募
集
人
数
 
１
名
 

・
応
募
資
格
 
昭
和

35年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方
 

・
採
用
予
定
 
令
和
元
年

10月
以
降
 

＊
詳
し
く
は
試
験
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。
 

試
験
要
項
は
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
２
―
３
１
１
１
 

   【
退
職
】
５
月

31日
付
 
【
 
】
内
は
旧
所
属
 

有
馬
 
昇
 
【
総
務
課
総
務
係
】
 

    

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
に
つ
き
ま
し

て
、
次
の
方
は
、
減
額
・
免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

 【
利
用
料
減
額
・
免
除
対
象
者
】
 

（
１
）
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
方
 

（
２
）
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
世
帯
の
中
に
満

65歳

以
上
の
高
齢
者
が
い
る
場
合
 

（
３
）
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
身
体
障
害
者
福
祉
法

に
基
づ
く
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
愛
の
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
者
が
世
帯
主
の
場
合
 

対
象
と
な
る
方
は
、
Ｉ
Ｔ
推
進
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
 
２
―
３
１
１
１
 

  ６
月
は
、
個
人
住
民
税
(村
･都

民
税
)(第

１
期
)、

国

民
健
康
保
険
税
(第

１
期
)お
よ
び
介
護
保
険
料
(第

１
期
)の
納
期
で
す
。
 

 
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
７
月
１
日
(月
)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
２
―
３
１
１
２
 

村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

    

こ
の
交
付
金
は
、
防
衛
施
設
の
設
置
又
は
運
用
に

よ
っ
て
生
ず
る
様
々
な
障
害
や
周
辺
地
域
に
お
け
る

生
活
環
境
や
周
辺
地
域
の
開
発
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
「
特
定
防
衛
施
設
」
を
有
す
る
自
治
体
に
お
い

て
、
公
共
用
の
施
設
の
整
備
又
は
そ
の
地
域
の
生
活

環
境
の
改
善
、
開
発
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
す
る
事

業
に
対
し
、「
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で

す
。
 

小
笠
原
村
で
は
硫
黄
島
飛
行
場
が
「
特
定
防
衛
施

設
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
村
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
に
対
し
、
本
交
付
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
 

事
業
内
容
、
交
付
額
な
ど
に
つ
い
て
は
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
財
政
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

  【
実
施
日
程
】
６
月

19日
（
水
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

     

保
存
食
（
ア
ル
フ
ァ
化
米
）
の
配
布

 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験

 

防
災
行
政
無
線
定
時
チ
ャ
イ
ム
に
つ

い
て

 

父
島
返
還
祭

 

小
笠
原
村
職
員
募
集

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
減
額
・
 

免
除
に
つ
い
て

 

小
笠
原
村
人
事
異
動

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
 

交
付
金
事
業
に
つ
い
て
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第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
６
月

28日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

   

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。
※
予
約
が
必
要
で
す
 

【
相
談
内
容
・
時
間
】
 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ

40分
以
内
）
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
６
月

28日
（
金
）
午
後
５
時
～
７
時
 

《
場
所
》
村
役
場
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
６
月

27日
（
木
）
午
後
７
時
～
９
時
 

《
場
所
》
母
島
支
所
 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時

30分
～
午
後
５
時
 

 （
土
、日

、祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）
 

 ●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５
 

  

   
小
笠
原
村
国
民
健
康
保
険
財
政
に
お
い
て
、
平
成

30年
度
か
ら
東
京
都
へ
国
保
事
業
費
納
付
金
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

29年
度
保
険
税

率
の
ま
ま
で
は
約
２
，
２
０
０
万
円
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
が
必
要
で
す
。
 

こ
の
約
２
，
２
０
０
万
円
の
赤
字
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成

30年
度
か
ら
５
年
間
か
け
て
国
民
健
康
保

険
税
率
の
改
正
を
し
ま
す
。
 

国
保
加
入
の
皆
様
に
は
、
税
率
改
正
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ○
令
和
元
年
度
小
笠
原
村
国
民
健
康
保
険
税
を
次
の

と
お
り
改
正
し
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
給
付
の
た
め
の
「
医

療
分
」、

75歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
を
支
え
る

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」、

40歳
以
上
の
介
護
保

険
を
支
え
る
「
介
護
納
付
金
分
」
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

                   

○
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
の
変
更
に
つ
い
て
 

 
令
和
元
年
度
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限

度
額
が
、
基
礎
課
税
額
に
つ
い
て

58万
円
か
ら

61

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

 ○
国
保
税
の
軽
減
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
 

国
民
健
康
保
険
税
に
は
、低

所
得
世
帯
を
対
象
に
、

納
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。世
帯
の
所
得
額
(世
帯
主
お
よ
び

国
保
加
入
者
の
所
得
の
合
計
額
)に
応
じ
て
、均

等
割

額
(加

入
者
１
人
に
つ
き
課
税
)と
平
等
割
額
（
１
世

帯
に
つ
き
課
税
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
軽
減
の
基
準
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
５

割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。 

                         

※
軽
減
制
度
は
、
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

所
得
の
申
告
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
世
帯
主
及
び
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
全
員
が
申
告
を
済
ま
せ
て
い

る
世
帯
に
限
ら
れ
ま
す
。
 

一
人
で
も
未
申
告
者
が
い
る
と
軽
減
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
収
入
が
な
い
方
で
も
所
得

の
申
告
は
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
軽
減
判
定
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
め
て
判
定
し
ま
す
。（
保
険

税
の
計
算
に
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
主
の
所
得
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

 

 ○
倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ

れ
た
方
へ
の
保
険
税
軽
減
に
つ
い
て
 

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
申
請
の
手
続
き
を
す
る

と
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
 

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に
お
い

て
、
  

 (１
) 
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
（
倒
産
・
解

雇
な
ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
理
由
コ
ー
ド
 

11、

12、

21、

22、

31、

32の
方
）
 

 (２
) 
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者（
雇
い
止
め

な
ど
に
よ
る
離
職
。
離
職
コ
ー
ド
が

23、

33、

34 

の
方
）
 

た
だ
し
、
特
例
受
給
資
格
者
、
高
年
齢
受
給
資
格

者
は
、
右
記
の
離
職
コ
ー
ド
で
あ
っ
て
も
対
象
外
で

す
。
 

※
特
例
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
特
」
と
、
高

年
齢
受
給
資
格
者
証
の
右
上
に
は
「
高
」
と
表
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

 【
申
請
場
所
】
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
、
母
島
支
所
 

【
持
参
す
る
も
の
】「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」、

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

 

国
民
健
康
保
険
税
等
の
改
正

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
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小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会
で
は
、
島
民

の
皆
様
に
よ
り
多
く
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
ご
購

入
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

即
売
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

購
入
く
だ
さ
い
。
 

【
日
時
】
６
月
９
日
（
日
）
 

午
後
５
時
か
ら
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
 

【
場
所
】
Ｊ
Ａ
父
島
支
店
農
産
物
観
光
直
売
所
駐
車

場
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会
 

（
産
業
観
光
課
内
）
 
２
―
３
１
１
４
 

    

小
笠
原
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ベ
ル
マ
ー
ク

を
集
め
て
学
校
に
必
要
な
教
材
備
品
を
整
備
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ベ
ル
マ
ー
ク
ま
た
は
使
用
済
み
イ
ン
ク
ト
ナ
ー
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
（
キ
ャ
ノ
ン
・
エ
プ
ソ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

各
社
純
正
品
の
み
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
収
に
ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 【
回
収
箱
設
置
場
所
】
 

○
小
笠
原
小
中
学
校
各
玄
関
 

○
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

○
村
役
場
ホ
ー
ル
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
 
 
小
笠
原
小
学
校
 
 
 
 
２
―
２
０
１
２
 

 
 
 
小
笠
原
中
学
校
 
 
 
 
２
―
２
５
０
２
 

   

令
和
２
年
度
か
ら
小
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
の

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
御
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

【
展
示
期
間
】
 

６
月
３
日
（
月
）
か
ら
７
月
３
日
（
水
）
ま
で
 

※
父
島
・
母
島
と
も
に
土
日
を
除
く
 

【
展
示
時
間
】
 

午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時

15分
ま
で
 

※
母
島
は
正
午
か
ら
午
後
１
時

30分
ま
で
を
除
く
 

【
展
示
場
所
】
 

父
島
…
村
役
場
ホ
ー
ル
 
母
島
…
母
島
支
所
ホ
ー
ル
 

 ●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
 
 
 
２
―
３
１
１
７
 

   

教
育
基
本
法
に
基
づ
く
教
育
振
興
基
本
計
画
「
小

笠
原
村
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
３
次
）」

を
策
定
し
ま
し

た
。
 

こ
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
小
笠
原
村
の
教
育
行
政

で
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
な
方
向
性
を
示
し
た
も
の

で
す
。
 

本
ビ
ジ
ョ
ン
の
詳
細
は
、
小
笠
原
村
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
、
ご
意
見
・
ご
感
想
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
 
 
 
３
―
３
１
１
７
 

   

た
ま
り
水
、
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

蚊
の
本
格
的
な
発
生
シ
ー
ズ
ン
前
の
６
月
を
「
蚊

の
発
生
防
止
強
化
月
間
」
と
し
て
集
中
的
な
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
 

平
成

26年
夏
に
約

70年
ぶ
り
に
国
内
発
生
し
た

デ
ン
グ
熱
や
、
３
年
前
に
中
南
米
で
流
行
し
た
ジ
カ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
、
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
が

世
界
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発
生
を
抑
制
す
る
と

と
も
に
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
 

皆
さ
ん
で
協
力
し
、
身
の
ま
わ
り
の
蚊
の
発
生
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
 

 蚊
の
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
 

【
幼
虫
対
策
】
 

・
不
要
な
た
ま
り
水
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
 

例
：
植
木
鉢
の
受
け
皿
、
空
き
缶
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど
 

【
成
虫
対
策
】
 

・
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
手
入
れ
を
し
て
風
通

し
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
 

・
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
長
袖
シ
ャ
ツ
・
長
ズ
ボ
ン
の

着
用
や
必
要
に
応
じ
て
忌
避
剤
（
虫
避
け
剤
）
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
 
 
建
設
水
道
課
 
 
 
 
 
２
―
３
１
１
５
 

 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

    

５
月
上
旬
の
降
雨
に
よ
り
、
父
島
母
島
と
も
ダ
ム

の
貯
水
率
が

80％
以
上
に
回
復
し
た
め
、
５
月
９
日

を
も
っ
て
渇
水
対
策
本
部
を
解
散
し
ま
し
た
。
 

村
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
長
期
に
わ
た
り
節
水
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

小
笠
原
村
は
、
水
源
が
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
多

く
は
降
雨
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
た
、
降
雨

が
少
な
く
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

み
な
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
節
水
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
建
設
水
道
課
 
 
２
―
３
１
１
５
 

 
 
 
 
 
 
母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   

       ◎
ビ
ー
デ
祭
（
文
化
祭
）
 

【
日
 
時
】
６
月

16日
（
日
）
 

 
 
 
 
 
午
前

10時
～
午
後
４
時

30分
 

【
場
 
所
】
小
笠
原
高
等
学
校
 

【
内
 
容
】
本
校
生
徒
に
よ
る
模
擬
店
、
展
示
、
 

ス
テ
ー
ジ
発
表
 

【
そ
の
他
】
駐
車
場
及
び
駐
輪
場
は
十
分
に
あ
り
ま

せ
ん
。
お
車
・
二
輪
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ◎
小
笠
原
高
等
学
校
 
図
書
館
管
理
指
導
員
募
集
 

【
期
間
】
令
和
元
年
８
月
～
 

令
和
２
年
３
月

31日
ま
で
 

【
時
数
】
３
時
間
 

（
日
曜
日
午
後
※
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）

 

【
職
務
内
容
】 学
校
図
書
館
に
お
け
る
本
の
貸
出
及

び
返
却
受
付
業
務
等
 
 

【
募
集
期
間
】
 ６

月

17日
（
月
）
～

28日
（
金
）   

【
募
集
人
員
】
 若
干
名
 

※
謝
礼
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
 

 ●
問
合
せ
先
 
東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
 
 

２
―
２
３
４
６
 

    
現
在
島
内
で
は
、
電
話
・
メ
ー
ル
・
ハ
ガ
キ
・
封

書
等
に
よ
る
詐
欺
事
件
へ
の
誘
導
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
 

 
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
絶
対
に
入
金
せ
ず
、
 

小
笠
原
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
警
察
署
 
 
２
―
２
１
１
０
 

小
学
校
教
科
用
図
書
見
本
展
示
会

 

 
小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
 

 
 

小
笠
原
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
 

即
売
会
２
０
１
９

 

ベ
ル
マ
ー
ク
お
よ
び
使
用
済
み
 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収

 

小
笠
原
村
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

 

６
月
は
蚊
の
発
生
防
止
強
化
月
間

 

節
水
の
ご
協
力
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

 
小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
 

お
知
ら
せ
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  【
試
験
日
時
】
６
月

23日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
 

【
申
込
締
切
】
６
月

21日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
及
び
母
島
駐
在
所
に
あ
り
ま

す
。
 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
 

《
学
科
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
》
 

実
技
講
習
を
、
令
和
元
年
７
月

28日
（
日
）
に
警

察
署
敷
地
内
で
の
整
備
点
検
要
領
及
び
島
内
路
上
走

行
訓
練
を
実
施
予
定
。
 

 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
警
察
署
 
 
２
―
２
１
１
０
 

   

東
京
都
で
は
、次

の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

詳
細
は
小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
提
出
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
出
来
ま
す
。）

 

【
採
用
職
種
】
海
技
 

【
職
務
内
容
】
漁
業
調
査
指
導
船
「
興
洋
」
の
甲
板

業
務
、
司
厨
業
務
、
調
査
業
務
等
 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
セ
ン
タ
ー
 

【
採
用
予
定
人
数
】
１
名
 

【
受
験
資
格
】
令
和
元
年
９
月
１
日
現
在
、

18歳
以

上

40歳
未
満
で
、
海
技
従
事
者
免
許
を
有
す
る
者
、

又
は
当
該
業
務
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
者
 

【
採
用
予
定
日
】
令
和
元
年
９
月
１
日
 

 ●
問
合
せ
先
 
支
庁
総
務
課
 
 
 
２
‐
２
１
２
１
 

     

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
に
お

い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確

保
の
た
め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を
通

行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め

と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
２
時
 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
及
び

東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
。
別
図
参
照
）
 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】
 

６
月
５
日
（
水
) 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

６
月
６
日
（
木
）
 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

６
月

12日
（
水
）
 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

６
月

13日
（
木
) 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

６
月

19日
（
水
）
 
 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

６
月

25日
（
火
）
 
 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

          ●
問
合
せ
先
 

支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
 
 
 
２
―
２
１
６
７
 

      
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度
は
、
島
し
ょ
９
町
村
の
住
民
の
組
合
行
政
へ
の
参

加
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
公
正

な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
、
毎

年
１
回
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
平
成

30年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
況
を
、
次
の
と

お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 

平
成

30年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

情
報
公
開
実
施
状
況
 

開
示
請
求
件
数
 
 
６
件
 

開
示
決
定
件
数
 
 
６
件（

一
部
開
示
決
定
を
含
む
。） 

以
上
 

●
問
合
せ
先
 
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
 

総
務
課
庶
務
係
 

 
 
 
 
 
 
 
 
０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１
 

    【
日
時
】
６
月

19日
（
水
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
 

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
 

賃
金
、
離
職
、
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

  

    
今
年
も
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
度
ま
で
に
労
働
保
険
の
手
続
き
を
お
済

み
の
事
業
主
あ
て
に
、
年
度
更
新
書
類
一
式
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
。（
労
働
保
険
事
務
組
合
（
小
笠
原
村

商
工
会
等
）
に
事
務
委
託
し
て
い
る
事
業
主
を
除
き

ま
す
。）

 

 
６
月
３
日
（
月
）
か
ら
７
月

10日
（
水
）
の
期
間

中
に
、
申
告
書
の
提
出
及
び
保
険
料
の
納
付
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
 

（
事
業
所
移
転
等
の
理
由
に
よ
り
、
年
度
更
新
の
書

類
が
届
い
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
主
査
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

 

※
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
農
林
水
産
の
一
部

の
事
業
は
除
き
ま
す
）。

 

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
保
険
の
手
続
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
手

続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

   【
応
募
資
格
】
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者
 

○
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有
す
る
者
 

○
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）
を
有
す
る
者
 

【
採
用
人
員
】
１
名
 

【
採
用
予
定
日
】
９
月
１
日
以
降
 

【
雇
用
形
態
】
任
期
付
（
年
度
契
約
）
 

【
募
集
期
間
】
６
月

28日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）
 

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
資
格
証
明
書
（
写
）、
職
務

経
歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と
 

【
選
考
方
法
】
面
接
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
 

２
―
２
４
８
６
 

 
母
島
巡
回
労
働
相
談
 
 

 
労
働
保
険
 
年
度
更
新
 
 

 
社
会
福
祉
協
議
会
保
育
職
員
募
集
 

 
原
付
免
許
学
科
試
験
 

 
 

 
東
京
都
職
員
（
海
技
）
の
募
集
 

 
 

 
銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
 

及
び
排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
 

ル
ー
ト
の
通
行
止
め
に
つ
い
て
 
 

 
平
成

30年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
 

一
部
事
務
組
合
情
報
公
開
 

実
施
状
況
の
公
表
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家
で
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
会
場
に
持
っ
て
き
て

も
ら
い
、
欲
し
い
人
が
そ
の
品
物
を
も
ら
っ
て
い
く

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

持
っ
て
く
る
だ
け
、
持
っ
て
帰
る
だ
け
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
代
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
 

た
だ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
の
か
か
る
も
の
は
要
相

談
。
 

【
日
時
】
６
月
９
日
(日
) 

 

午
前
９
時

30分
～
午
前

11時

30分
 

(会
場
持
ち
込
み
は
、
午
前
９
時
か
ら
で
き
ま
す
) 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
多
目
的
ホ
ー
ル
 

※
会
場
の
準
備
、
片
付
け
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

 
お
手
伝
い
の
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
中
で
す
。
 

◎
主
催
 
不
用
品
交
換
会
 

●
問
合
せ
先
 小

笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
 

２
―
２
４
８
６
 

      

６
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
６
月
６
日
（
木
）
午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
６
月
６
日
（
木
）
午
後
３
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
 

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 
 

母
島
支
所
 
 
 
 ３

―
２
１
１
１
 

   
保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
の
方
を
対
象
に
、
定

期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。
 

【
接
種
種
類
】
保
育
園
年
長
 
 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
 

小
学
６
年
生
 
２
種
 

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
混
合
 

【
実
施
場
所
】《

父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

 
 
 
 
 
 《

母
島
》
母
島
診
療
所
 

【
実
施
日
】
 《

父
島
》
保
育
園
年
長
 
 

６
月

13日
（
木
）
 

小
学
６
年
生
 

６
月

20日
（
木
）
 

 
 
 
 
 
 《

母
島
》
小
学
６
年
生
 
 
 

６
月
６
日
（
木
）
 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
 村

民
課
福
祉
係
 
２
―
３
９
３
９
 
 

母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   
６
月
は
小
児
科
医
が
来
島
し
ま
す
。
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
６
歳
未
満
の
乳

幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の
み
を
希
望

の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 【
対
象
者
】
 
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、

 

３
歳
の
乳
幼
児
 

【
父
島
】
日
時
 
６
月
８
日
（
土
）
受
付
時
間
 
 

午
後
２
時
～
３
時
 

 
 
 
 
 
 
 
６
月
９
日
（
日
）
受
付
時
間
 
 

午
前
９
時
～

10時

30分
、
 

 
 
 
 
場
所
 
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

【
母
島
】
日
時
 
６
月

10日
（
月
）
受
付
時
間
 
 

午
後
２
時
～
３
時
 

 
 
 
 
場
所
 
母
島
診
療
所
２
階
 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 
 

母
島
支
所
 
 
 
 ３

―
２
１
１
１
 

   

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
も
う
一
度
、
一
緒
に
歯
の

磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？
  

【
対
象
者
】
０
歳
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護

者
 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ
 
タ
オ
ル
 
筆
記
用
具
 

【
父
島
】
日
時
 
０
歳
ク
ラ
ス
 
６
月

10日
（
月
）

９
時

30分
～

10時

30分
 

１
歳
～
３
歳
ク
ラ
ス
 
６
月

10日
（
月
）
 

10時

45分
～

11時

45分
 

集
合
場
所
 
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
２
階
大
会
議
室
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

   

助
産
師
に
卒
乳
や
お
っ
ぱ
い
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

お
っ
ぱ
い
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
  

【
対
象
者
】
授
乳
・
卒
乳
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
方

（
お
子
様
も
ご
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）
 

【
母
島
】
日
時
 
６
月
４
日
（
火
）、

10時
～

11時
 

集
合
場
所
 
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル

ー
ム
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
や
る
気
が
起
き
な
い
。」「

気
分
が
落
ち
込
む
。」

「
お
酒
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
。」

な
ど
、
ご
自
身
や

ご
家
族
で
お
困
り
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？
 
左
記
の
日
程
で
、
精
神
科
医
に
よ
る
個
別
相

談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

日
時
：
母
島
 
７
月
４
日
（
木
）
午
前
 

 
 
 
父
島
 
７
月
５
日
（
金
）
午
前
 

７
月
６
日
（
土
）
午
前
 

場
所
：
母
島
 
村
役
場
母
島
支
所
 
 
 

 
 
 
父
島
 
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
 

【
申
込
方
法
】
希
望
さ
れ
る
方
は
、
島
し
ょ
保
健
所

小
笠
原
出
張
所
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
締
切
】
６
月

14日
（
金
）
ま
で
。
 

【
そ
の
他
】
応
募
者
多
数
の
場
合
は
申
込
締
切
日
よ

り
前
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

事
前
に
保
健
師
か
ら
御
相
談
内
容
に
つ
い
て
お
伺

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
 
 

２
―
２
９
５
１
 

               

定
期
予
防
接
種

 
乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

 

育
児
学
級
（
歯
科
の
会
）

 

育
児
学
級
・
母
島
（
卒
乳
の
会
）

 

予
防
接
種
の
実
施

 

 
保
健
所
・
精
神
保
健
福
祉
巡
回
 

相
談
に
つ
い
て
 

「
不
用
品
交
換
会
」
の
お
知
ら
せ
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     【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
程
》
６
月
９
日
（
日
）
午
後
の
み
 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時

30分
～
３
時

30分
 

 【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
程
》
６
月

11日
（
火
）
午
前
の
み
 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時

30分
～

10時
 

   【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》
６
月

24日
（
月
）
～

25日
（
火
）
 

午
前
・
午
後
 

 
 
 
 
６
月

26日
（
水
）
休
診
 

６
月

27日
（
木
）
～

28日
（
金
）
 

午
前
・
午
後
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》
６
月

22日
（
土
）
午
前
・
午
後
 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時

30分
～

10時
 

 ※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

事
前
に
電
話
又
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
後
１
時

30分
～
午
後
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
‐
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
‐
２
１
１
５
 

  

  ◎
６
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

※
（
  ）

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

                                

◎
八
丈
島
寄
港
便
の
運
航
時
刻
に
つ
い
て
 

八
丈
島
寄
港
便
は
通
常
と
運
航
時
刻
が
異
な
り
ま

す
。
 

・
６
月

20日
 
東
京
出
港
 
午
前

10時
 

（
通
常
午
前

11時
）
 

・
６
月

21日
 
父
島
入
港
 
午
前

10時

40分
 

（
通
常
午
前

11時
）
 

・
６
月

24日
 
父
島
出
港
 
午
後
３
時
 

（
通
常
ど
お
り
）
 

・
６
月

25日
 
東
京
入
港
 
午
後
３
時

40分
 

（
通
常
午
後
３
時
）
 

当
便
を
ご
利
用
の
お
客
様
は
お
乗
り
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 ◎
硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ
参
加
者
募
集
 

小
笠
原
海
運
で
は
、
南
硫
黄
島
・
硫
黄
島
・
北
硫

黄
島
を
お
が
さ
わ
ら
丸
で
巡
る
「
硫
黄
島
３
島
ク
ル

ー
ズ
」
を
実
施
し
ま
す
。
 

原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
南

硫
黄
島
を
は
じ
め
と
す
る
硫
黄
島
３
島
を
船
上
よ
り

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
実
施
日
】
７
月
３
日
（
水
）
午
後
６
時
～
 

７
月
４
日
（
木
）
午
後
６
時
 

【
行
程
】
３
日
 
午
後
６
時
 
父
島
二
見
港
集
合
 

午
後
７
時
 
二
見
港
出
港
～
 
船
中
泊
 

 
４
日
早
朝
 
南
硫
黄
島
～
 
硫
黄
島
～
 
 

北
硫
黄
島
～
 
午
後
６
時
 
父
島
二
見
港
入
港
 
 

 
※
各
島
に
は
上
陸
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

 
※
締
め
切
り
 
６
月

18日
ま
で
 
 
 

【
参
加
費
】
２
等
和
室
（
父
島
か
ら
）
 

・
大
人
２
万
１
千
円
、
学
生
２
万
円
、
 

小
人
１
万
３
千
円
 

 ◎
村
民
割
引
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
 

村
民
割
引
を
利
用
し
て
購
入
し
た
乗
船
券
で
別
の

方
が
乗
船
す
る
こ
と
は
、
運
送
約
款
上
の
不
正
乗
船

に
該
当
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
不
正
行
為
を
発
見
し
た
場
合
は
、
運

送
約
款
に
基
づ
き
正
規
運
賃
・
料
金
の
ほ
か
に
２
倍

相
当
額
の
割
増
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
発
見
後
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸

と
も
村
民
割
引
の
適
用
を
拒
否
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
悪
質
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
法
的
措
置

を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
父
島
営
業
所
 
２
―
２
１
１
Ⅰ
 

     

商
工
会
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
担
当
者
を

招
き
「
出
張
金
融
相
談
会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
 

 
事
業
資
金
全
般
の
ご
相
談
に
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
担
当
者
が
親
切
丁
寧
に
お
答
え
し
ま
す
。
 

 
今
後
、
借
入
の
計
画
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
面
談
を

さ
れ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

※
事
前
予
約
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 【
父
島
】
 
《
日
時
》
７
月
５
日
（
金
）
 

午
前
９
時
～
正
午
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
午
後
２
時
～
５
時
 

 
 
 
 
 
《
会
場
》
小
笠
原
村
商
工
会
内
 

【
母
島
】
 

 
 
 
 
 
《
日
時
》
７
月
３
日
（
水
）
 

午
後
３
時

30分
～
５
時
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
会
場
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室
 

 ※
時
間
等
で
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
出
来
る
限
り
調

整
い
た
し
ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。
 

※
気
象
状
況
等
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
商
工
会
 
２
―
２
６
６
６
 

小
児
科
専
門
診
療

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療

 

 
小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,951 等級 大人 小人

50,060 42,830 25,030 (+313) 4,460 2,230

(+1,460) (+1,250) (+730) 14,849 (+580) (+290)

36,160 28,930 18,080 (+291) 5,360 2,680

(+1,060) (+850) (+530) 13,660 (+700) (+350)

27,250 21,800 13,630 (+268) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+800) (+640) (+400) 1,598

23,910 19,130 11,960 (+31)

(+700) (+560) (+350) 1,189 9,040

等級 村民 村民小人 身障者 (+23) (+746)

41,020 20,510 25,030 8,476

(+1,190) (+590) (+730) (+700)

27,120 13,560 18,080 7,911

(+790) (+390) (+530) (+653)

20,440 10,220 13,630 906

(+600) (+300) (+400) (+75)

17,940 8,970 11,960 682

(+530) (+260) (+350) (+56)

6月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室

 
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
 

金
融
相
談
の
お
知
ら
せ
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  ◎
「
お
茶
会
を
し
よ
う
！
」
講
座
 

茶
道
は
、
一
椀
の
お
茶
を
い
た
だ
き
合
う
亭
主
と

お
客
様
と
が
交
わ
る
場
を
、
心
地
よ
く
、
お
互
い
が

関
わ
り
や
す
い
よ
う
、
利
休
居
士
よ
り
四
百
数
十
年

か
け
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
開
か
れ
ま
す
が
、
礼

儀
作
法
や
立
ち
居
振
る
舞
い
も
自
然
に
身
に
着
け
ら

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

対
象
：
 
小
学
１
年
生
～
高
校
３
年
生
 

（
経
験
者
、
未
経
験
者
、
共
に
ご
参
加
頂
け
ま
す
）
 

日
時
：
６
月

23日
、

30日
、
７
月

15日
、
９
月
８

日
、

15日
、

10月

20日
、

27日
、

11月

10日
、

16日
、

17日
 
午
後
１
時
半
～
３
時
半
（
全
十
回
）
 

場
所
：
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
 

持
ち
物
：
楊
枝
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
、
帯
又
は
ベ

ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ
 

費
用
：
１
人
５
，
０
０
０
円
（
お
茶
、
お
菓
子
、
保

険
代
）・

お
懐
紙
、
楊
枝
の
必
要
な
方
は
、
別
途
５
０

０
円
（
実
費
）
 

応
募
方
法
：
電
話
又
は
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
 

応
募
締
切
：
６
月

10日
（
月
）
 

＊
９
月
１
日
（
日
）
１
月

26日
（
日
）
９
時
か
ら
、

会
場
や
お
道
具
の
準
備
、片
づ
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

参
加
者
及
び
保
護
者
の
方
は
、
お
手
伝
い
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

＊
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

※
参
加
費
は
初
回
に
お
持
ち
下
さ
い
。
欠
席
の
場
合

も
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
 

※
主
催
：
小
笠
原
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
 

※
講
師
：
竹
田
宗
洋
（
補
助
員
派
遣
：
小
笠
原
茶
道

会
）
 

※
こ
の
事
業
は
、「
平
成

31年
度
文
化
庁
伝
統
文
化

親
子
事
業
」
で
運
営
さ
れ
ま
す
 

●
問
合
せ
先
 
竹
田
洋
子
 
 

０
９
０
―
１
０
２
１
―
０
４
１
０
 

ogasawarasadou@yahoo.co.jp 

        ●
オ
ガ
グ
ワ
の
森
 
オ
ー
プ
ン
！
 

父
島
の
長
谷
に
あ
る
オ
ガ
グ
ワ
の
森
に
自
由
に
入

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
点
に
留
意
し
、
み

な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

【
留
意
事
項
】
 

・
森
の
中
の
ル
ー
ト
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手

作
り
の
た
め
、
根
や
切
り
株
、
折
れ
枝
な
ど
足
元
・

頭
上
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

・
入
口
の
案
内
板
に
示
す
ル
ー
ト
以
外
に
は
踏
み
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

・
植
栽
さ
れ
た
苗
と
囲
い
に
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

・
携
帯
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
所
で
す
。
 

 ●
母
島
の
森
 
春
の
植
樹
会
 
参
加
者
募
集
 

昨
年

11月
に
植
え
き
れ
な
か
っ
た
オ
ガ
グ
ワ
な

ど
の
苗
を
植
栽
し
ま
す
。
昨
年
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
、
再
び
植
え
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
日
時
】
６
月
８
日
（
土
）
 
朝
か
ら
昼
頃
ま
で
 

【
集
合
時
間
・
場
所
】
９
時
 
沖
港
船
客
待
合
所
前

駐
車
場
 

【
作
業
場
所
】
母
島
静
沢
の
村
有
地
（
遊
歩
道
）
 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど
 
※
必
要
な
道
具
等
は
貸
与
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
環
境
課
環
境
係
 
２
―
３
１
１
１
 

   

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
小
笠
原
諸
島
の
固

有
種
で
あ
る
と
と
も
に
、
唯
一
の
大
型
種
子
の
散
布

者
・
送
粉
者
と
し
て
、
小
笠
原
本
来
の
森
の
姿
を
未

来
へ
繋
い
で
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
生
き
物
で
す
。

今
年
は
渇
水
の
影
響
で
現
在
も
山
の
中
の
餌
が
極
端

に
不
足
し
て
お
り
、農

地
や
集
落
で
未
熟
な（
青
い
）

マ
ン
ゴ
ー
や
バ
ナ
ナ
な
ど
へ
の
こ
れ
ま
で
以
上
に
集

中
的
な
飛
来
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
 

 
コ
ウ
モ
リ
の
食
害
で
お
困
り
の
方
、
ネ
ッ
ト
等
に

よ
る
防
除
を
検
討
し
て
い
る
方
、
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
絡
ま
っ
た
コ
ウ
モ
リ
を
発
見
し
た

方
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

皆
さ
ま
の
少
し
の
気
配
り
に
よ
り
、
小
笠
原
の
貴

重
な
生
き
物
達
と
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

・
コ
ウ
モ
リ
の
食
害
に
お
困
り
の
際
の
相
談
先
：
 

 
環
境
課
環
境
係
 
２
―
３
１
１
１
 

・
ネ
ッ
ト
等
に
絡
ま
っ
た
コ
ウ
モ
リ
を
発
見
さ
れ
た

場
合
の
連
絡
先
：
支
庁
産
業
課
 
２
―
２
１
２
５
 

Ｉ
Ｂ
Ｏ
鳥
獣
レ
ス
キ
ュ
ー
 

 
（
父
島
）
 
０
８
０
―
２
０
３
５
―
８
０
７
８
 

 
（
母
島
）
 
０
８
０
―
８
４
９
７
―
３
７
６
４
 

・
コ
ウ
モ
リ
全
般
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
：
 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２
―
７
１
７
４
 

     
小
笠
原
諸
島
の
人
間
が
入
植
し
て
以
降
、
意
図
的

に
運
ん
で
き
た
生
き
物
だ
け
で
な
く
、
物
資
の
移
動

等
に
よ
り
偶
然
に
持
ち
込
ま
れ
小
笠
原
に
定
着
し
て

し
ま
っ
た
生
き
物
が
い
ま
す
。
特
に
、
体
が
小
さ
い

昆
虫
類
は
、
苗
木
や
土
、
木
材
な
ど
に
卵
・
サ
ナ
ギ

の
状
態
で
混
入
し
、
発
見
が
困
難
で
す
。
シ
ロ
ア
リ

の
よ
う
に
、
ひ
と
た
び
外
来
種
が
定
着
し
て
し
ま
う

と
完
全
に
駆
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
、農
業
や
生
活
、

生
態
系
に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
小

笠
原
で
の
外
来
種
の
昆
虫
類
の
確
認
数
は
今
で
も
増

え
続
け
て
お
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

先
日
、
島
内
で
、
内
地
か
ら
購
入
し
た
薪
か
ら
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
は
、
小
笠
原
諸
島
で
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て

い
な
い
チ
ャ
イ
ロ
ホ
ソ
ヒ
ラ
タ
カ
ミ
キ
リ
と
い
う
木

材
害
虫
に
な
っ
て
い
る
種
類
で
し
た
。
今
回
は
購
入

さ
れ
た
方
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
、
小
笠
原
へ
の
拡

散
・
定
着
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
事
例
に
対
処
す
る
に
は
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
生
き
物
が
混
入
し
て
い

る
可
能
性
の
あ
る
物
（
木
材
、
生
木
な
ど
）
の
購
入

の
際
は
慎
重
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
購
入
し
た
物

に
生
き
物
が
混
入
し
て
い
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
世

界
自
然
遺
産
の
管
理
機
関
窓
口
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

           ●
問
合
せ
先
 
環
境
課
環
境
係
 
２
―
３
１
１
１
 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

２
―
７
１
７
４
 

           

 
子
ど
も
茶
道
教
室
参
加
者
募
集
 

生
き
物
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
の

あ
る
物
の
購
入
に
つ
い
て

 

村
民
参
加
の
森
づ
く
り
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
 

ネ
ッ
ト
絡
ま
り
事
故
に
ご
注
意
！
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   世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内
の
動
物
対
処
室
に
お
い
て
、

動
物
看
護
師
お
よ
び
補
助
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
村
役
場
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

【
仕
事
内
容
】
 

・
保
護
さ
れ
た
野
生
動
物
の
看
護
補
助
及
び
愛
玩
動

物
の
診
療
補
助
 

・
関
連
事
務
・
施
設
清
掃
 
な
ど
 

【
応
募
資
格
・
方
法
】
 

・
看
護
師
：
環
境
課
ま
た
は
母
島
支
所
で
配
布
し
て

い
る
要
項
で
応
募
資
格
を
ご
確
認
の
う
え
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
論
文
と
と
も
に
持
参
ま
た

は
郵
送
。
 

※
動
物
看
護
の
経
験
に
加
え
、
野
生
動
物
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
タ
ー
を
目
指
す
方
、
野
生
動
物
に
関
わ
っ
た
経

験
の
あ
る
方
、や

る
気
の
あ
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。 

・
補
助
員
：
履
歴
書
（
様
式
自
由
）
を
持
参
ま
た
は

郵
送
。
 

【
選
考
方
法
】
随
時
、
面
接
を
実
施
 

 ●
問
合
せ
先
 
環
境
課
環
境
係
 

（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
）
 
２
―
３
１
１
１
 

       
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な
保
全
や
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
会

議
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
に
ま
つ
わ
る
今
年
度
の
取

組
み
の
報
告
・
検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
 

【
日
時
】
 

 
 
７
月
１
日
（
月
）
午
後
４
時
～
６
時
 

【
会
場
】
 

 
 
父
島
：
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
会
議
室
 

 
 
母
島
：
母
島
村
民
会
館
会
議
室
 

 
 
内
地
：
関
東
地
方
環
境
事
務
所
会
議
室
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

 
２
―
７
１
７
４
 

    ●
企
画
展
～
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
シ
リ
ー
ズ
第

一
弾
〈
マ
イ
マ
イ
編
〉
 

 
小
笠
原
諸
島
を
世
界
遺
産
登
録
に
導
い
た
小
笠
原

固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
（
通
称
：
マ
イ
マ
イ
）
の
『
い

ろ
は
』
を
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
 

【
期
間
】
６
月
８
日
（
土
）
～

30日
（
日
）
 

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

※
詳
細
は
小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
 

 ●
講
演
：
小
笠
原
の
固
有
昆
虫
の
魅
力
～
バ
ッ
タ
類

を
中
心
に
～
 

 
兄
島
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
『
ア
ニ
ジ
マ
イ
ナ

ゴ
』
を
新
種
と
し
て
報
告
し
た
バ
ッ
タ
研
究
者
の
石

川
氏
（
日
本
直
翅
類
学
会
）
を
お
招
き
し
、
小
笠
原

の
昆
虫
類
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。
最
新
の
研
究

成
果
や
取
組
状
況
も
ご
紹
介
し
ま
す
 

【
日
時
】
 

父
島
：
７
月
１
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時
 

母
島
：
７
月
８
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時
 

【
会
場
】
 

 
 
父
島
：
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
 

 
 
母
島
：
小
笠
原
村
母
島
支
所
大
広
間
 

※
入
場
無
料
で
す
。直
接
会
場
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

 
２
―
７
１
７
４
 

       

５
月

30日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
か
ら
６
月
８
日
（
世

界
海
洋
デ
ー
）
前
後
ま
で
を
、
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー

ク
と
定
め
、
日
本
全
国
で
海
洋
ご
み
削
減
の
た
め
の

取
組
が
行
わ
れ
ま
す
。
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取

組
の
一
環
と
し
て
、
洲
崎
海
岸
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

作
業
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
 

 【
日
時
】
６
月
６
日
（
木
）
午
前
９
時
～
正
午
（
悪

天
時
中
止
）
 

【
会
場
】
洲
崎
海
岸
 

 
※
会
場
ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
移
動
手
段

の
な
い
方
は
、村
環
境
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

【
参
考
】
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
は
こ
ち
ら
の
ア
ド

レ
ス
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
 

（
https://uminohi.jp/umigomi/zeroweek/）

 

 ●
問
合
せ
先
 
環
境
課
 
 
 
 
２
―
３
１
１
１
 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 
２
―
７
１
７
４
 

   ６
月
の
開
館
：
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出
港
日
 

午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

【
特
別
展
】
 

■
新
館
 
 

「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
 父

島
編
～
た
ど
り
つ
い

た
キ
セ
キ
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
キ
セ
キ
」
開
催
中
 

父
島
の
遊
歩
道
で
み
ら
れ
る
固
有
の
植
物
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

     
今
年
も
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
８
～
９
月
頃

ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図

で
示
し
た
植
栽
地
（
蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間
）
に

は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・
孵
化
が
終
わ
る

頃
(

10月
頃
)ま

で
、
夜
間
、
大
村
中
央
地
区
の
園
内

灯
の
消
灯
と
迷
走
防
止
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
足
元
に
ご
注
意
下
さ
い
。
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
担
当
 
  ２

―
２
１
６
５
 

 
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
 
 

大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 
２
―
７
１
７
０
 

                    

動
物
対
処
室
 
任
期
付
き
職
員
 

（
動
物
看
護
師
）
募
集
 

  
令
和
元
年
度
第
１
回
「
小
笠
原
諸
島

世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
」
の
開

催
に
つ
い
て
 

 
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ
 

 
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
 

 
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を
守

る
た
め
に
 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

in
洲
崎
（
海
ご
み

ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
 
全
国
一
斉
清
掃
）
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次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 
 

１
 
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
１
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実
施
し

ま
す
の
で
、
１
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。
 

※
１
，
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

◎
父
島
会
場
 

【
日
時
】
６
月

19日
（
水
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室
 
 

◎
母
島
会
場
 

【
日
時
】
６
月

13日
（
木
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

●
必
要
な
物
 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許

証
な
ど
）、印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

２
―
３
４
０
３
   

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
 
 
２
―
２
１
０
３
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
本
年
度
第
１
回
目
の
小
笠
原
部
会
を
、
次
の
日
程

で
公
開
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

【
小
笠
原
部
会
】
 

《
日
時
》
６
月

17日
（
月
）
 

午
後
２
時

30分
～
５
時
 

《
場
所
》
 

（
父
島
）
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

（
母
島
）
村
民
会
館
２
階
会
議
室
 

 ●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

２
―
３
４
０
３
   

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
 
 
２
―
２
１
０
３
 

      海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の
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 ―
産
卵
シ
ー
ズ
ン
ス
タ
ー
ト
―
 

４
月

26日
、
今
年
初
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
巣

が
母
島
の
平
島
で
発
見
さ
れ
、
２
０
１
９
年
の
小
笠

原
諸
島
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

父
島
で
は
、
翌
日
の
４
月

27日
に
大
村
海
岸
で
産
卵

巣
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
新
元
号
『
令

和
』
初
の
産
卵
巣
発
見
は
、
５
月
３
日
、
兄
島
の
滝

之
浦
海
岸
で
し
た
。
 

ウ
ミ
ガ
メ
が
卵
を
産
む
過
程
は
、
大
き
く
分
け
る

と
「
上
陸
」、「

大
穴
掘
り
」、「

小
穴
掘
り
」、「
産
卵
」、

「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」、「

帰
海
」
の
６
つ
の
過
程
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
産
卵
に
来
る
母
ガ
メ
は
気
を
張
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
上
陸
の
時
点
で
人
が
カ
メ
の

前
を
横
切
っ
た
り
、
視
界
に
入
っ
た
り
し
て
し
ま
う

と
、
産
卵
せ
ず
に
海
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
無
事
、
上
陸
し
卵
を
産
む
場
所
を
決
め
た
母

ガ
メ
は
、
ま
ず
前
肢
で
「
大
穴
」
と
呼
ば
れ
る
穴
を

掘
り
ま
す
。
大
穴
が
掘
れ
た
ら
次
は
後
肢
で
卵
を
産

み
落
と
す
「
小
穴
」
を
掘
り
ま
す
。
満
足
が
行
く
深

さ
＆
広
さ
の
小
穴
が
掘
れ
た
ら
い
よ
い
よ
産
卵
・
・
・

と
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
『
満
足
が
い
く
小
穴
』

を
掘
る
ま
で
に
は
な
ん
と
１
時
間
か
ら
２
時
間
程
度

が
か
か
り
ま
す
。
一
方
、
実
際
に
卵
を
産
み
落
と
す

行
動
そ
の
も
の
は
、

10分
か
ら

15分
程
度
で
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
産
卵
後
は
、
巣
を
砂
で
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
し
、
一
息
つ
い
て
、
海
へ
と
帰
っ
て
い
き

ま
す
。
 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
巣
の
深
さ
は
平
均
す
る
と

約

60セ
ン
チ
で
す
。

60セ
ン
チ
を
身
近
な
も
の
に

例
え
る
と
、
千
円
札
だ
と
４
枚
分
（
千
円
札
の
長
さ

は

15セ
ン
チ
だ
そ
う
で
す
。
知
っ
て
い
る
と
便
利
で

す
ね
。）、

２
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
と
２
本
分

程
の
高
さ
で
す
。
こ
ん
な
に
深
い
穴
掘
り
を
頑
張
る

お
母
さ
ん
ガ
メ
を
見
て
い
る
と
、
つ
い
つ
い
「
が
ん

ば
れ
！
」
と
近
く
で
応
援
し
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
産
卵
に
来
て
い
る
母
ガ
メ
た
ち
は
、
と
て
も

神
経
質
で
繊
細
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
カ
メ
が
飛

ば
す
砂
や
石
が
人
に
あ
た
る
と
ケ
ガ
を
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
産
卵
を
見
守
る
際
は
、
一
定
の

距
離
を
保
っ
て
ラ
イ
ト
を
消
し
、
静
か
に
観
察
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

毎
年
、
産
卵
シ
ー
ズ
ン
に
は
迷
え
る
お
母
さ
ん
ガ

メ
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

「
道
路
を
歩
い
て
い
る
」
 

「
川
に
迷
い
込
ん
で
い
る
」
 

「
木
の
間
に
挟
ま
っ
て
動
け
な
い
」
 

な
ど
・
・
・
。
困
っ
て
い
る
カ
メ
さ
ん
を
発
見
し
た

ら
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

  ―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
‐
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
https://bonin-ocean.net 

                       

 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地

域
部
会
（
小
笠
原
部
会
）
の
開
催
 

 
国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
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「
２
０
１
８
／
１
９
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を
振

り
返
っ
て
」
 

 
 

 
５
月
も
後
半
に
差
し
掛
か
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ

ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
月
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ

ラ
の
来
遊
状
況
を
振
り
返
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

 
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
を
把

握
す
る
た
め
に
、
毎
年

12月
～
翌
年
５
月
に
か
け
て
、

毎
朝
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
目
視
観

測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
グ
ラ
フ
は
、
半
月
毎
に

30分
間
の
平
均
発
見
数
を
ま
と
め
た
結
果
に
な
り

ま
す
。
 

                  

12月
中
は
昨
シ
ー
ズ
ン
よ
り
も
や
や
少
な
め
の

発
見
数
で
し
た
が
、
１
月
中
は
昨
シ
ー
ズ
ン
と
変
わ

ら
な
い
程
度
で
推
移
し
て
い
き
ま
し
た
。
２
月
前
半

に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
平
均
２
２
・
５
頭
の
発
見
数

と
な
り
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
同
時
期
を
平
均
３
頭
上
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
２
月
後
半
に
な
る
と
発
見

数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
３
月
中
は
昨
シ

ー
ズ
ン
以
上
の
数
を
保
ち
ま
し
た
。
４
月
に
入
る
と

昨
シ
ー
ズ
ン
並
み
に
な
り
、Ｇ
Ｗ
が
明
け
て
か
ら
は
、

発
見
ゼ
ロ
の
日
も
続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
半
月

の
平
均
発
見
数
が

20頭
を
超
え
た
の
は
初
め
て
で

あ
り
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
個
体
数
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
 

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ス

イ
ム
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
海
へ
遊
び
に
出
か
け

ら
れ
る
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
自
主
ル
ー
ル
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
発
見
情
報
は

彼
ら
の
生
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

も
し
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
 問

合
せ
先
 
 

 一
般
社
団
法
人
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
‐
３
２
１
５
 

 ◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
五
十
貝
「
偶
然
と
必
然
と
カ
タ
ツ
ム
リ
」
 

  日
本
が
誇
る
探
査
機
は
や
ぶ
さ
２
。
小
惑
星
へ
の

タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
成
功
が
話
題
を
集
め
た
。
せ
っ
か
く

の
機
会
だ
。
宇
宙
や
星
に
思
い
を
は
せ
て
み
よ
う
。

宇
宙
の
ど
こ
か
に
、
地
球
と
そ
っ
く
り
な
星
が
あ
る

と
想
像
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
も
地
球
と
同
じ
く
、

や
は
り
生
物
が
い
て
、
人
類
そ
っ
く
り
な
知
的
生
命

体
が
進
化
し
、科
学
が
発
達
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 

そ
の
星
で
も
や
は
り
鳥
や
カ
タ
ツ
ム
リ
が
進
化
し
て
、

そ
れ
を
研
究
す
る
人
た
ち
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
そ
の
星
に
も
小
さ
な
無
人
島
が
あ
り
、
無
茶
な

探
検
を
試
み
る
変
わ
り
者
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

実
は
こ
ん
な
Ｓ
Ｆ
の
よ
う
な
問
題
を
真
剣
に
考
え
、

議
論
し
た
研
究
者
た
ち
が
い
る
。
知
的
生
命
体
は
他

の
星
で
も
必
然
的
に
進
化
す
る
と
主
張
し
た
の
が
、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
ー
キ
ン
ス
や
コ
ン
ウ
ェ
イ
・
モ
リ

ス
ら
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
学
派
の
研
究
者
た
ち

だ
。
彼
ら
の
主
張
の
源
に
な
っ
た
の
は
、
鳥
類
の
適

応
進
化
の
研
究
で
あ
っ
た
。
 
 

一
方
、
そ
れ
に
対
し
、
い
や
人
間
の
進
化
、
知
的

生
命
体
の
進
化
は
一
回
き
り
の
偶
然
で
あ
り
、
そ
ん

な
星
は
広
い
宇
宙
と
い
え
地
球
以
外
に
な
い
だ
ろ
う

―
そ
う
主
張
し
た
の
が
米
国
の
ス
テ
ー
ヴ
ン
・
グ
ー

ル
ド
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
に
な
っ
た
の
が
、
セ
リ
オ

ン
と
い
う
カ
タ
ツ
ム
リ
の
進
化
の
研
究
だ
。
歴
史
の

偶
然
が
進
化
の
結
末
を
大
き
く
変
え
る
と
い
う
発
見

に
基
づ
い
た
主
張
で
あ
る
。
 

も
ち
ろ
ん
こ
の
論
争
に
結
論
は
出
な
い
。
だ
が
面

白
い
の
は
、
グ
ー
ル
ド
の
よ
う
に
進
化
が
主
に
偶
然

の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
研
究
者
の
多

く
が
、
カ
タ
ツ
ム
リ
の
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
だ
。

も
し
か
す
る
と
、
能
動
的
で
自
由
に
空
を
巡
る
鳥
と

違
い
、
万
事
控
え
め
で
受
け
身
な
カ
タ
ツ
ム
リ
を
観

察
し
て
い
る
と
、
そ
う
し
た
ど
う
し
よ
う
も
な
い
偶

然
の
力
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
 

                【
文
】
東
北
大
学
・
千
葉
聡
 

【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛
 

 ●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
 
 
 
３
―
３
１
１
７
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定期的な歯科検診のススメ 

歯の健康のためには、プロのメンテナンスが必要です。歯科

検診で、磨き残しの個所や隠れた虫歯などを発見すること

ができます。歯科医院で、６ヶ月に１度は定期検診を受けま

しょう。 

― 村民課福祉係 — 

— 第２３２号 ― 

 

クジラの伝言板 

 
 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

保健師：歯と歯の間に付着している歯垢が歯周病を悪化させる因子と言われています。ある調査では、 

デンタルフロス（糸ようじ）や歯間ブラシを使っている人は３０％だったそうです。 

クジラ：わたしも使っていなかったな～ 

    歯科医院で使い方を習ってこようと思います！ 

6 月 4 日～10 日は「歯と口の健康週間」です。 

みなさんは、毎日おいしくご飯が食べられていますか？ 最近、歯やお口の健康が糖尿病などの全身の健康に関係し

ていることがわかってきました。今回は、おいしく食事ができて、健康な毎日が過ごせるための歯の健康について大切

なことをお伝えします。 

歯を失う最大の原因の一つは・・・「歯周病」といわれています。 

 

 

 歯周病は全身の健康と深い関わり

があります。歯周病によって噛む機能

が低下すると肥満になりやすくなり

ます。また、歯周病菌が血管に入ると

血糖値をコントロールするインスリ

ンの働きが悪くなり、糖尿病を悪化さ

せます。 

逆に肥満や糖尿病の人は歯周病にな

りやすく、重症化しやすくなります。 

 歯周病とは？ 

歯周病は、歯の周りの組織であるハグキ、歯槽骨（しそ

うこつ）などに炎症が起こる病気で、細菌によって引き起

こされる感染症です。この炎症が継続して起こると歯の周

りの組織（歯周組織）が破壊され、最後には歯が抜け落ち

てしまいます。 

 症状は、ハグキが赤や紫に腫れる、歯磨きの時に出血す

る、歯と歯の間に食べ物がよく挟まる、歯がグラグラする

などです。 

 

歯周病にならないための４つの習慣 

４ 

なんでもよく噛んで 

食べましょう 

いつもより５回多く噛みましょう。 

唾液が多く出て消化を促進、 

歯も守ってくれます。肥満の予防にも！ 

禁煙をしましょう 

タバコのニコチンは血管を収縮させたり、免疫機

能を低下させたりしたりして歯周病を悪化させます。 

禁煙すると、ご飯がおいしくなったり、口臭が改善

したり、がんになるリスクが軽減したり、いいことが

たくさんあります。 

歯ブラシに加えて、デンタルフロス、歯

間ブラシを使おう！ 

歯ブラシだけで磨けているのはなんと６割です。デンタル

フロス（糸ようじ）歯間ブラシを使って歯と歯の間の歯垢

も落としましょう。 

歯ブラシは毛先が開いたり、へたってくると、ブラッシン

グ効果が落ちるので、１ヶ月に１度は交換しましょう。 

 
１ 

２ 

３ 



入港日 不発弾の爆破処理

耳鼻咽喉科専門診療（母島） ビーデ祭（小笠原高校文化祭）

小笠原高等学校　図書館開放 小笠原諸島森林生態系保護地域部会（小笠原部会）

耳鼻咽喉科専門診療（母島）

小学校教科用図書見本展示会（～7月3日） 出港日
防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験

出港日 行政相談所の開設・都ノヤギ排除

育児学級・母島（卒乳の会） 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

母島巡回労働相談・小笠原村議会本会議

都ノヤギ排除 村ノヤギ駆除

予防接種の実施（父島・小6）

小笠原村議会本会議

都ノヤギ排除・ビーチクリーンin洲崎 　　　　　入港日（八丈島寄港便）　

定期予防接種 ※東京港出港時刻（午前１０時）

予防接種の実施（母島・小6）

村長選挙立候補予定者説明会（父島） 父島返還祭・母島返還祭前夜祭

村ノヤギ駆除 産科・婦人科専門診療（母島）

入港日 母島返還祭当夜祭

乳幼児健診・歯科健診（父島） 小笠原高等学校　図書館開放

母島の森　春の植樹会 原付免許学科試験・子ども茶道教室

小笠原パッションフルーツ即売会２０１９ 　出港日（八丈島寄港便）

小笠原高等学校　図書館開放・不用品交換会 産科・婦人科専門診療（父島）（～2５日）

乳幼児健診・歯科健診・小児科専門診療（父島）

乳幼児健診・歯科健診（母島） 都ノヤギ排除

育児学級（歯科の会）

出港日　

小児科専門診療（母島）

村民相談 入港日

保存食（アルファ化米）の配布（～21日） 東京三弁護士会による法律相談（母島）

都ノヤギ排除 産科・婦人科専門診療（父島）（～2８日）

都ノヤギ排除 電話による無料法律相談

予防接種の実施（父島・年長） 東京三弁護士会による法律相談（父島）

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

村ノヤギ駆除

精神保健福祉巡回相談締切

入港日 出港日　

小笠原高等学校　図書館開放

子ども茶道教室

日付曜日 行　事　予　定 日付曜日 行　事　予　定

1 土 16 日

2 日 17 月

3 月 18 火

4 火 19 水

5 水 20 木

6 木 21 金

7 金 22 土

8 土 23 日

9 日 24 月

10 月 25 火

11 火 26 水

12 水 27 木

13 木 28 金

14 金 29 土

15 土 30 日

小笠原村日本復帰記念の日


